月山ビジターセンターでのワークショップ  

1年を通して、月山ビジターセンターでは、出羽三山の杉やブナの森林と高山湿地に生息する多様な植物を使って、季節のワークショップを主催しています。

草木染め 
夏から秋にかけては、季節の植物を使った染料作りを学ぶことができます。春には、桜の木の枝をゆでて暗めの桜色の染料を作り、スカーフを染めます。秋には栗の殻が濃厚な褐色の染料を作り、ウワミズザクラ (Prunus grayana)はピンク色の染料を作ります。

かご作り 
冬の始めには、アケビ(Akebia quinata)を使ってかご作りが行われます。つる集めから始めて、熟練のかご作家の指導の下でねじりながらバスケットやリースにしていきます。 

野花で紙づくり 
月山ビジターセンターは、秋に、紙をすくワークショップを主催しています。パルプを紙の型に押し込み、季節の葉っぱや花で飾った個性的な紙は、出羽三山の魅力的なお土産になります。

ワークショップへの参加
ワークショップは、あらゆる年齢層の方が利用できます。少額の費用と事前の登録が必要です。提供されているワークショップ、時期、空き状況の詳細については、月山ビジターセンターまでお問い合わせください。 




